
2019 年度小倉奨励賞の受賞者  

 

受賞者：高野哲夫（株式会社 SnowCast／日本気象予報士会）  

研究題目：山形県及び新潟県の気象解析のための数理モデルの開発  

選定理由：  

高 野 哲 夫 氏 は ， 新 潟 県 内 を 中 心 に 気 象 サ ー ビ ス を 展 開 す る 株 式 会 社

SnowCast でシステム開発に携わっている。高野哲夫氏は，研究を本務とし

ない環境の中で，数値流体力学を基礎から独学で学び，独自に数値計算シス

テムを構築し， 2007 年には複雑地形を考慮した 3 次元の熱流体力学モデル

を完成させた（高野  2007）。その後，開発したシステムを山形県置賜地方で

の局地的な気流の解析に適用し，典型的な冬季季節風を想定し，現実地形を

数値モデルに設定して局地風の数値解析を行い，安定度の違いによって異な

る気流のパターンが再現できることを確認した（高野  2009）。高野（ 2014）

では，高野（ 2009）で構築した 3 次元熱流体数値モデルに比湿の輸送方程式

および凝結 ･降水過程を新たに導入し，典型的な冬型の気圧配置下での山形

県における降雪の地域特性について再現実験を行えるまで発展させた。高野

哲夫氏はまた，ニューラルネットワークの数理を山形県及び新潟県における

さくらの開花予測に適用するための数理モデル開発を試みている（高野  

2015）。高野（ 2016）および高野（ 2018）では，山形県及び新潟県における

冬季降水域の解析のためのニューラルネットワークモデルの構築に応用し

ている。  

このように高野哲夫氏は，一貫して数理モデルを用いた気象解析を行って

きた。その数理モデルはほぼ全て独自にゼロベースから構築してきたことは

特筆に価する。また，高野哲夫氏はそれらの調査結果については日本気象学

会の大会や機関誌「天気」での定期的な発表に努め，研究成果を発信してき

たことも評価できる。  

以上の理由により，日本気象学会は高野哲夫氏に 2019 年度小倉奨励賞を

贈呈するものである。  
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2019 年度小倉奨励賞の受賞者  

 

受賞者：中山秀晃（東京都立小平高等学校／日本気象予報士会）  

研究題目：WebGIS を活用した関東地方の雨雪判別と降雪情報の開発  

選定理由：  

中山秀晃氏は，法政大学大学院人文科学研究科地理学専攻修了後，東京都

教員に採用され，東京都立の高等学校に勤務している。気象研究を本務とし

ない高等学校教員として，教員の職務の傍ら，熱心に気象予報士の活動に参

加するとともに，気象に関するシステム開発・構築に長く携ってきた。  

現在の気象予測技術の中でも，特にその予測が難しいものの一つに，降水

が雨であるか雪であるかの判別が挙げられる。特に大都市では降雪の社会的

な影響が大きいことを考えると，雨雪判別技術の向上は実用上も重要である。

雨雪判別には，実況で雨の地域と雪の地域の詳細な分布とその時間変化を精

度よく把握することが欠かせない。こういった精確な情報は，Web 上でやり

とりされる情報を活用することが有効である。Web ページや SNS の内容に

は，様々な地理空間情報が含まれており，その中から防災上有益と思われる

気象情報を抽出し，Web 上の地図に整理しデータベース化することは，防災

上重要であるとともに，気象教育・普及の観点でも有意義である。中山秀晃

氏は，急速に発展を遂げる電子地図の分野の中でも WebGIS（Web 上で提供

される地理情報システム）を活用し，Web 上に多数ある防災上あるいは産業

活動上の有益と思われる気象情報を「上手く束ねて活用できる」ためのシス

テムを開発した。電子地図上のプラットフォームとして、Google 社の「 Google  

Maps」を利用し，この地図にある「マイマップ」機能（ユーザが独自に地図

を作成できる機能）を使って各地点での気象状況の発信・記録・取りまとめ

を行った。また， 2017 年からは，防災科学技術研究所の「ふるリポ！」（気

象情報リポートシステム）との共同研究を開始した。本システムを利用する

ことにより，気象予報士や研究者のみならず，広く一般市民や学生などから

気象観測情報の提供を受け，研究領域の拡大や新しい展開が期待できるもの

となった。  

中山秀晃氏は， 2008-2009 年の冬季から観測と記録を開始し，降雪事例の

蓄積とともに関東地方の大雪事例の記録としても貴重なものとなっている。

また，手軽に正確な雨雪観測記録が Web 上に蓄積できる本システムの活用

は，研究開発の基礎資料として有効である。中山秀晃氏の WebGIS と気象情

報の連携， 10 年以上にわたる継続的な記録と報告，防災科学技術研究所な

ど他機関との連携といった活動は，気象学における新しいデータ収集の方法

として評価されると共に，今後の予報技術の発展に寄与することが期待され

る。  

以上の理由により，日本気象学会は中山秀晃氏に 2019 年度小倉奨励賞を

贈呈するものである。  
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